
◆
巻
頭

平
成

２
４

年
度

予
算

◆
人
事

平
成

２
４

年
度

市
職

員
配

置
一

覧

◆
復
興

復
興

整
備

計
画

（
案

）
を

公
表

◆
被
災
者
支
援

被
災

し
た

住
宅

の
再

建
の

た
め

の
補

助
制

度

◆
巻
末

派
遣

職
員

紹
介

～
久

田
佳

典
さ

ん
（

名
古

屋
市

）
～

　
全
国
か
ら
３
３
４
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
市

内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
の
投
票
に

よ
り
決
定
し
た
「
た
か
た
の
ゆ
め
ち
ゃ
ん
」。
こ
の

ゆ
め
ち
ゃ
ん
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
、
３
月

１
２
日
に
市
役
所
で
お
披
露
目
を
行
い
ま
し
た
。

　
お
披
露
目
に
は
、
戸
羽
市
長
、
作
者
の
北
島
茉
也

さ
ん
（
写
真
左
）
が
同
席
し
た
ほ
か
、「
国
道
４
５

号
線
」
を
リ
リ
ー
ス
し
て
い
る
濱
守
栄
子
さ
ん
が
ゆ

め
ち
ゃ
ん
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌
い
ま
し
た
。
こ
の

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
は
、
後
日
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
予
定

で
、
ゆ
め
ち
ゃ
ん
に
関
連
す
る
グ
ッ
ズ
も
好
評
発
売

中
で
す
。

た
か

た
の

ゆ
め

ち
ゃ

ん
　

　
　

　
　

お
披

露
目

た
か

た
の

ゆ
め

ち
ゃ

ん
　

　
　

　
　

お
披

露
目

２
０
１２

年（
平

成
２
４

年
）

月１
日

号

N
o
.8
8
6

４ ４４ ４



２０１２年（平成２４年）　１月１日号　②２０１２年（平成２４年）　４月１日号　②

歳出
６６０億５，８００万円

歳入
６６０億５，８００万円

依存財源
９６．４%

国庫支出金
４５２億３５３万円
６８．４%

自主財源
３．６%

市税　７億８，８５９万円　１．２%

分担金および負担金・繰入金
繰越金・財産収入・諸収入など
１５億６，101万円　２．２%

地方消費税交付金・地方譲与税など
４億５９８万円　０．９%

地方交付税
１３５億３１４万円

２０．４%

市債　１４億８９１万円　２．１%

県支出金
３１億8，６８４万円

４．８%

土木費
２４３億１，５１１万円

３６．８%

衛生費
２４０億１，５０５万円

３６．４%

農林水産業費
５１億４，３５０万円

７．８%

民生費
３４億５，１８３万円　５．２%

自主財源
３．６%民生費

３４億５，１８３万円　５．２%

公債費
１６億２，０８５万円　２．５%

災害復旧費
１５億５，２６６万円　２．３%

総務費
１４億７，５８５万円　２．２%

教育費
１２億９，１５２円
２．０%

消防費　１３億４，２８２万円
２．０% 議会費・労働費・商工費ほか

１８億４，８８１万円　２．８%

　平成２４年度の一般・特別・企業会計の各予算が市議会第１回定例会で可決され、一般会計

６６０億５，８００万円、特別会計７９億９８４万６千円、総額７３９億６，７８４万６千円の予算とな

りました。“復興元年”にあたる本年度は、震災による税収などの大幅な落ち込みが予想される厳しい財

政状況にあり、限られた財源を最大限に活用し、震災からの一日も早い復興を最優先課題に位置付けた

予算となっています。

　

自
主
財
源
は
、
23
億
４
９
６
１

万
２
千
円(

構
成
比
３
・
６
㌫)

。

前
年
度
比
で
２
億
２
８
８
１
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
依
存
財
源
は

６
３
７
億
８
３
８
万
８
千
円
と
、

前
年
度
比
で
５
５
４
億
８
６
８
１

万
円
増
加
。
内
訳
は
、
国
庫
支
出

金
が
約
44
億
円
の
増
、
地
方
交
付

税
が
約
85
億
円
の
増
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
の
借
金
に
あ
た
る
市
債
は
、

前
年
度
比
で
６
億
５
４
４
０
万
円

増
の
14
億
８
９
０
万
円
で
す
。

　

住
民
一
人
あ
た
り
の
市
債
残
高

が
増
え
て
、
平
成
二
十
三
年
度

73
万
２
千
円
か
ら
、
平
成
二
十
四

年
度
が
84
万
１
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、
土

木
費
が
最
も
多
く
、
全
体
の
36
・

８
㌫
。
次
い
で
、
衛
生
費
が
36
・

４
㌫
と
な
っ
て
お
り
、
復
興
に
か

か
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
が
れ
き
の

処
理
に
か
か
る
予
算
が
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

重
点
事
業
と
し
て
、
市
震
災
復

興
計
画
に
基
づ
く
、「
災
害
に
強

い
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、

消
防
庁
舎
移
転
新
築
事
業
費
に

９
億
６
３
０
０
万
円
。

　

「
快
適
で
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
で
は
、
高
台
移
転
の
事

業
に
な
る
も
の
で
被
災
市
街
地

復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
費
が

１
２
５
億
１
７
０
０
万
円
、
防
災

集
団
移
転
促
進
事
業
費
は
、
区
画

整
理
地
内
の
人
た
ち
の
移
転
に
か

か
る
も
の
で
56
億
９
４
０
０
万

円
。

　

「
市
民
の
暮
ら
し
が
安
定
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
高
田
東

地
区
復
興
整
備
事
業
費
は
、
公

共
施
設
整
備
に
か
か
る
予
算
で
、

26
億
８
５
０
０
万
円
。

　

「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
農
林
水
産
業
の
振
興
策
で
、

水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備

事
業
費
は
、
会
社
が
新
た
に
水
産

加
工
流
通
施
設
を
設
置
す
る
際
の

補
助
費
で
、
42
億
９
０
０
万
円
。 

　

「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

導
入
促
進
事
業
費
が
１
５
０
万

円
。

　

「
協
働
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
」

で
は
、
高
田
西
地
区
復
興
整
備
事

業
費
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー

ル
を
建
設
す
る
た
め
の
設
計
委
託

料
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

平成２４年度予算

一般会計は対前年度比５１１．６％増の
６６０億５，８００万円

復興に向け過去最大規模の予算に

歳 

出
一
般
会
計
予
算
の
概
要

歳 

入

財 政￥



③

市民１人あたりに使われるお金（一般会計）合計３，１４８，０１７円

民　生　費

総　務　費

衛　生　費

公　債　費

災害復旧費

消　防　費

土　木　費

農林水産業費

そ　の　他

民　生　費

総　務　費

衛　生　費

公　債　費

災害復旧費

消　防　費

土　木　費

農林水産業費

そ　の　他

市民１人あたりが負担するお金（市税）合計３７,５６２円

固定資産税

市たばこ税

都市計画税

市　民　税

軽自動車税

入　湯　税

固定資産税

市たばこ税

都市計画税

市　民　税

軽自動車税

入　湯　税

20,003円
（53.3％）

10,495円
（27.9％）

4,764円
（12.7％）

2,171円
（5.8％）

廃止となりました 129円
（0.3％）

20,003円
（53.3％）

10,495円
（27.9％）

4,764円
（12.7％）

2,171円
（5.8％）

129円
（0.3％）

164,498円
（5.2％）

77,242円
（2.5％）

1,158,745円
（36.8％）

70,332円
（2.2％）

73,993円
（2.4％）

245,115円
（7.8％）

1,144,446円
（36.4％）

63,993円
（2.0％）

149,653円
（4.7％）

164,498円
（5.2％）

77,242円
（2.5％）

1,158,745円
（36.8％）

70,332円
（2.2％）

73,993円
（2.4％）

245,115円
（7.8％）

1,144,446円
（36.4％）

63,993円
（2.0％）

149,653円
（4.7％）

会　計　名 平成 24 年度

660 億 5,800 万円

23 億 5,589 万円

平成 23 年度 伸び率
（％）

特

　
　
　別

　
　
　会

　
　
　計

一　般　会　計

合　　計

下水道事業

農業集落排水事業

漁業集落排水事業

事 業 勘 定

診療施設勘定

後期高齢者医療

保険事業勘定

介護サービス事業勘定

特別会計合計

5,796 万円

4,959 万円

28 億 4,633 万円

2億 77 万円

1億 8,085 万円

22 億 846 万円

1,000 万円

79 億 985 万円

108 億円

7億 5,396 万円

5,312 万円

4,658 万円

29 億 8,008 万円

2億 1,003 万円

2億 2,336 万円

22 億 6,164 万円

1,099 万円

65 億 3,976 万円

511.6

212.5

9.1

6.5

△4.5

△4.4

△19.0

△2.4

△9.0

21.0

739 億 6,785 万円 173 億 3,976 万円 326.6

介
護
保
険

国
民
健
康
保
険

【
財
政
用
語
】

▽
特
別
会
計
…
特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
や
特
定
の
歳
出
歳
入

を
充
て
る
場
合
に
、
一
般
会
計

と
は
別
に
収
支
整
理
を
行
う
も

の
。

▽
自
主
財
源
…
市
税
や
各
種
使

用
料
な
ど
市
単
独
で
収
入
で
き

る
も
の
。

▽
依
存
財
源
…
国
や
県
か
ら
の

交
付
金
や
借
入
金
な
ど
。

▽
地
方
交
付
税
…
市
の
財
政
力

に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

も
の
。

（３月１日の住民登録人口２０, ９８４人）

一般・特別会計の予算額（１万円未満を四捨五入）

169 億 1,699 万円

101 億 6,400 万円

171 億 7,911 万円

103 億 4,000 万円

179 億 3,839 万円

113 億 4,100 万円

173 億 3,976 万円

108 億

739 億 6,785 万円

660 億 5,800 万円

平　成

20 年度

平　成

21 年度

平　成

22 年度

平　成

23 年度

平　成

24 年度

0 300 400 500 600 700 800

予算額を市民１人あたりに換算すると…

全 会 計

■一般・特別会計の予算額■予算規模の推移

200100

一般会計



２０１２年（平成２４年）　４月１日号　④

　

市
職
員
の
四
月
一
日
付
け
人
事
異
動
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
百
四
十
三
人
の
異
動
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
“
復
興
元
年
”
と
し
て
、
今
後
の
復
興
を
占
う
重
要
な
一
年
に
な
り
ま
す
。
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
最
大
限
の
効
果
を
生
み
出
す
よ
う
、
行
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

消 防 長　消防司令長　岩﨑　　亮　　　　消防次長　消 防 司 令　村上　信幸

管理係長　　　　　　　菅野　　格　　　　警防係長　消防司令補　金野　隆博

予防係長　消防司令補　戸羽　　進　　　　警 防 係　消 防 士 長　丹野　　賢

管理係

係長　消防司令補　黄川田英児

主任　消防司令補　岡田　雅彦

　　　消 防 士 長　佐藤　浩樹

　　　　　〃　　　村上　悦朗

　　　　　〃　　　戸羽　一将

　　　消防副士長　佐藤　浩二

　　　消　防　士　新沼　宜徳

　　　　　〃　　　遠藤　　翼

　　　　　〃　　　菅野　裕樹

署長　消防司令　村上　信幸　　　副署長　消防司令　岩崎　玲一

予防係

係長（兼） 　　　　 岩崎　玲一

主任　消防司令補　小松　　勲

　　　消 防 士 長　長尾　英樹

　　　　 　〃  　　岡渕　健悟

　　　 　　〃  　　村上　桂一

　　　消防副士長　権藤　　雄

　　　　　〃　　　村上　祐二

　　　　　〃　　　伊藤　章尋

　　　　　〃　　　松坂　　享

警防係

係長　消防司令補　及川貴美人

主任　消 防 士 長　佐々木 秀樹

 〃　  （兼）　　　　丹野　　賢

　　　消 防 士 長　熊谷　欽也

　　　消防副士長　後藤　道治

　　　　　〃　　　金野　剛憲

　　　　　〃　　　菅野　　伸

　　　　　〃　　　残間　優貴

　　　　　〃　　　芳野　亮人

　　　　　〃　　　臺　　和敬★

　　　　　〃　　　菅野　祥之★

◆
部
長
・
課
長
級
の
昇
任

　
　

※
（　

）
は
異
動
前
の
職
名

水産課長
（岩手県より割愛）

木　村　　　博（50）

▽
部
長
級

▽
課
長
級

市民環境課長
（企画政策課長補佐兼協働推進
室長補佐兼復興対策局長補佐）

監査委員事務局長
（水産課長補佐兼水産係長）

農林水産部長兼農林課長
（市民環境課長）

都市計画課長
（岩手県より割愛）

堺　　　伸　也（51）

佐　藤　新三郎（59）

橋　本　英　雄（57）

山　田　壮　史（46）

消防本部消防次長兼消
防署長・消防司令
（消防本部予防係長・消防司令）

村　上　信　幸（51）

※
赤
色
は
四
月
一
日
付
け
の
異
動
者
（
昇
任
を
含
む
）、　

は
兼
務
、　

は
岩
手
県
、　

は
名

古
屋
市
、　

は
盛
岡
市
、　

は
一
関
市
、　

は
八
幡
平
市
、　

は
住
田
町
、　

は
北
海
道
、　

は

上
尾
市
、　

は
久
留
米
市
、　

は
武
蔵
野
市
、　

は
京
都
市
、　

は
和
歌
山
市
、　

は
武
雄
市
か

ら
の
派
遣
。　

は
非
常
勤
職
員
。
★
は
新
採
用
職
員
。

平
成
24
年
度

市
職
員
配
置
一
覧

（兼）

（県）

（非）

消  防  本  部

消　  防　  署

（名）

（盛）

（関）

（八）

（住）

（北）

（上）

（久）

（蔵）

（京）

（和）

（武）



⑤

平成２４年度　市職員配置一覧

広田診療所

二又診療所

課　　長　　熊谷　正文

課長補佐兼財政係長兼管財係長

　　　　　　佐藤　伯一

財政係

副 主 幹　　山本　洋樹（県）

主任主事　　黒澤　裕昭

主　　事　　吉田　祐也

管財係

主　　任　　三浦　昭一

　 〃　　　  荻原　秀一

　 〃　　　  佐々木清敏

　 〃　　　  臼井　秀子

部長兼課長　　細川　文規

課長補佐　　戸羽　良一

職員係

係　　長　　伊藤　芳光

主　　任　　千葉　恭一

主　　事　　前角地邦幸

　 〃 　　　小泉　剛志

行政係　　　

係　　長　　高橋　良明

主 事 補　　伊藤　真吾（八）

　 〃 　　　佐藤　真美★

室　　長　　大和田　正

室長補佐（兼） 　　戸羽　良一

主　　査　　井出　隆浩（名）

室長（兼）　  菊池　満夫

室長補佐（兼） 　　 黄川田次男

報道担当主査　　古賀龍一郎（武）

主　　査　　佐藤　武志（盛）

主任主事　　大和田智広

課　　長　　熊谷　完士

課長補佐兼商工労働係長

　　　　　　小笠原　淳

商工労働係

主　　事　　西尾　建人（名）

観光交流係

係　　長　　千葉　　達

主　　任　　上田　哲也（武）

主　　事　　佐々木武晴

室長（兼）　  熊谷　完士

室長補佐（兼）　　 小笠原　淳

主　　査　　熊谷　重昭

主　　事　　熊谷　直樹　

部長兼課長　菊池　満夫

課長補佐兼政策推進係長

　　　　　　黄川田次男

政策推進係

主　　事　　横手　謙蔵

　 〃 　　　稲田　利徳（名）

秘書係

係　　長　　村上　知幸

主任主事　　石川　聖恵

課　　長　　鈴木　康文（再）

課長補佐兼収納係長　

　　　　　　菅原　正弘

市民税係

副主幹兼係長　黄川田芳昭

主　　任　　菅野　光二

主任主事　　佐藤　弘記（関）

主　　事　　大坂　美緒

　 〃　　　  木村　麻衣

主 事 補　　菅野　圭裕★

資産税係

係　　長　　尾形　良一

副 主 幹　　米澤　雅行

主　　事　　菊池　　弘（関）

　 〃　　　  髙橋　拓也

主 事 補　　金野　　景★

収納係

主　　任　　佐々木真理

主　　事　　水野　　慎

会計管理者兼課長

　　　　　　菅野　道弘

課長補佐　　菅野　裕司

主　　査　　小山　泰光（関）

主任主事　　千葉　祐子

　 〃　　 　 菅野　雅彦

課　　長　　堺　　伸也

課長補佐兼市民係長

　　　　　　山本　郁夫

市民係

主　　査　　昆　　　司（盛）

主　　任　　戸羽　　弘

主任主事　　佐藤　恵子

主　　事　　紺野　京美（住）　

　 〃　　　  村上利恵子

主 事 補　　佐藤　　綾

　 〃　　　  三浦　　淳★

環境安全係

係　　長　　金濱　幹也

主　　任　　伊東　千春（北）

主任主事　　佐藤　　彰

主 事 補　　菅原由紀也★

　 〃　　　  佐藤　直樹★

係　　長　　細谷　勇次

主任主事　　佐々木賢也

　 〃　　  　水野いずみ

主 事 補　　横山　千佐★

（一関市より割愛）

所　長　泉田　　亘（県）

看護師　藤原　奈美

主　事　金野　幸浩

所　長　近江三喜男

副主幹　熊谷　紅子

看護師　大坂　弘美

主　事　佐藤　広樹

財　  政　  課 総　  務　  課 総務部防災対策室 企画部協働推進室

商 工 観 光 課

企業立地雇用対策室

企 画 政 策 課

税　  務　  課 会　  計　  課 市 民 環 境 課 健康推進課 ( 国保係 )

　１号棟　２階

　１号棟　１階



２０１２年（平成２４年）　４月１日号　⑥

教育次長兼課長　金　　賢治

課長補佐兼生涯学習係長　伊藤　真基

生涯学習係

副主幹　長谷川敬子

主任学芸員　熊谷　　賢

主任兼社会教育主事　吉田　幸喜

主　任　佐々木英治

主　事　吉田　志真

　〃　　河北　直知（京）

　〃　　野村　武史（蔵）

スポーツ推進係

主　任　山路　隆久（和）

主　事　菅野　大樹

部長兼課長　菅野　直人

課長補佐 ( 兼地域包括支援センター所長補佐 )　峯井　敏實

高齢福祉係

係　　長　佐々木　学

主任主事　岩渕　美紀 ( 関 )　

　 〃　　  村上　正一

主　　事　仲本沙奈美 ( 名 )

介護保険係

係　　長　岡渕　貴悦

主任主事　大和田昌利　後藤由香利　

地域包括支援センター

所長（兼）　菅野　直人

副 主 幹　吉田　悦子（健康推進課）

　 〃　　  菅野　わか

主　　任　佐藤　咲恵★

主事兼社会福祉士　馬場　勝基★

局長（兼）   細川　文規

局長補佐（兼）　  戸羽　良一

選挙係　　

係　　長　佐藤　勝也

少年センター

所長 ( 兼 )　菅野　利尚

課　長　菅野　義則

課長補佐兼管理係長

　　　　佐藤　由也

管理係

副主幹　星野俊一（県教委）

主任主事　細川　真治（名）

主　事　久田　佳典（名）

　〃　　元木　洋介（八）

　〃　　水野　竜一★

高田小学校主任用務員　千田あけみ

高田小学校用務員　　　佐々木千友

気仙小学校主任用務員　村上　　充

長部小学校主任用務員　細田　　覚

広田小学校用務員　　　菊池　　静

小友小学校主任用務員　佐藤　浩之

米崎小学校用主任務員　戸羽　謙一

課　長　菅野　利尚

課長補佐兼児童福祉係長

　　　　渡邊　雅宏

児童福祉係

主　任　佐藤　和美（住）

主任主事　金野　　暢

主　事　住田　武士（名）

栄養士　佐藤　絵里

主　事　志田　一朗

障がい福祉係

係　長　佐々木敦美

主任保健師　佐藤真理子（関）

主　事　佐々木伸哉

保健師　吉田　惠美★

主事補　大坂　沙織

課　長　佐々木　誠

課長補佐兼保健係長

　　　　岩崎　利行

保健係

副主幹　松木　祐子

保健師　唐川　祐一（名）

　〃　　高橋　尚子

　〃　　遠藤　綾子

　〃　　鳥澤　春香

　〃　　蒲生　紋子★

看護師　千葉　愛実★

栄養士　及川　智絵★

所　長　羽生 洋子

主任保育士　菅野 京子

　〃　　菅野　 香

保育士　佐藤 志帆

主任調理員　村上えち子

所　長　佐藤 修子

主任保育士　藤井 貴美　村上あゆみ

保育士　中野 亜紀　佐々木めぐみ

　〃　　松田 純枝　西村 千春

　〃　　川島 瑞穂

調理員　村上 由紀

所　長　佐藤 佳代

主任保育士　熊谷 公子

保育士　山田 美加

　〃　　伊藤真知子

　〃　　白山 理奈

主任調理員　村上 祐子

所　長　佐々木利恵子

主任保育士　佐々木美恵子　佐々木宏枝　吉田 和枝

　〃　　村上 雪絵　熊谷 由加

保育士　菅野 陽子　大友さおり

　〃　　菅野裕美子　吉田　 恵　佐藤 泰子

主任調理員　佐藤 夕子

局　　長　佐藤新三郎

書　　記　伊東　景子

学務係

係　長　鈴木　貴子

主任主事　山谷　英樹（関）　

主　事　柏﨑　　彩（県教委）

　〃　　熊谷　　卓

教育研究所

指導主事　伊東　孝志

　〃　　熊谷　健司

　〃　　三浦紀久果　　

所　長　村上　弘人

栄養士　畠山　夕子

主　事　佐々木　光★

栄養教諭　小野寺きみ子（県）村上　美和（県）

館　長

本多　文人（非）

矢作小学校主任用務員　佐藤　文子

竹駒小学校主任用務員　村上　淳一

横田小学校主任用務員　菅野　達也

第一中学校主任用務員　高橋　純子

第一中学校用務員　　　及川　克政

気仙中学校用務員　　　佐々木亮輔

広田中学校主任用務員　小林　邦明

小友中学校主任用務員　津田　　忠

米崎中学校用務員　　　木川田隆俊

横田中学校用務員　　　村上　英也

生 涯 学 習 課

長 寿 社 会 課

選挙管理委員会事務局

社会福祉課

学 校 教 育 課

社 会 福 祉 課 健康推進課（保健係）

小中学校用務員

矢作保育所 長部保育所 小友保育所 高田保育所

　２号棟　２階

　２号棟　１階

監査委員事務局

学校給食センター博 物 館
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局　　長　千葉　徳次

局長補佐　松田　浩晃（県）

主任書記　及川晃一郎

書　　記　菅野　絢子

室長（兼）　菅野　利尚

室長補佐（兼）  渡邊　雅宏

副 主 幹　井上　雅文（上）

主　　任　小野寺一典

主　　事　土橋　和也（盛）

議　　　　場

【退職者】

◇会計管理者兼会計課長

　佐　藤　次　郎

◇農業委員会事務局長

　金　野　丈　雄

◇消防司令・消防本部消防次長兼消防署長

　佐々木　　　洋

◇矢作保育所長

　村　上　かず江

◇広田診療所副主幹

　長　野　ますみ

◇矢作保育所主任調理員

　伊　藤　龍　子

◇第一中学校主任用務員

　熊　谷　敏　之

◇高田保育所長

　熊　谷　恵　子

◇高田保育所主任調理員

　熊　谷　弘　子

【
非
常
勤
職
員
】

◆
総
務
課
関
係
　
▽
嘱
託
員
　
小
山
悦
子
、
木
川
田
淳
、
臼
井
佳
香

◆
税
務
課
関
係
　
▽
徴
収
嘱
託
員
　
新
沼
　
敦
　
▽
事
務
嘱
託
員
　
菅
野
絵
里
奈

◆
健
康
推
進
課
関
係
　
▽
レ
セ
プ
ト
点
検
専
門
員
　
菊
池
沙
也
加
、
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江
仁
美
　
▽
嘱
託
栄
養
士
　
小

林
智
子
　
▽
嘱
託
保
健
師
　
橋
本
富
子
　
▽
健
康
相
談
員
　
金
野
洋
子
、
畠
山
澄
子
、
熊
谷
勝
文
、
佐

藤
加
代
子
　
▽
広
田
診
療
所
嘱
託
看
護
師
　
加
藤
和
枝
　
▽
二
又
診
療
所
嘱
託
看
護
師
　
鈴
木
智
子

◆
長
寿
社
会
課
関
係
　
▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
介
護
支
援
専
門
員
　
志
田
初
枝
、
村
上
寿
美
子
　

▽
要
介
護
認
定
調
査
員
　
村
上
由
美
、
菅
野
行
江
、
松
田
公
子

◆
社
会
福
祉
課
関
係
　
▽
婦
人
相
談
員
　
菅
野
常
子
　
▽
家
庭
相
談
員
　
金
野
由
美
子
、
吉
田
ゆ
う
子

▽
子
育
て
相
談
員
　
菅
原
実
黄
子
、
佐
々
木
美
津
子
　
▽
少
年
セ
ン
タ
ー
専
任
少
年
補
導
委
員
　
菅
野

利
恵
子
　
▽
療
育
相
談
員
　
前
田
貴
子
　
▽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
員
　
嶋
村
美
和

◆
農
林
課
関
係
　
▽
嘱
託
員
　
吉
田
光
昭
、
吉
田
　
寛
　
▽
営
農
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
鈴
木
金
實

◆
都
市
計
画
課
関
係　

▽
嘱
託
員
　
永
山
　
悟
　

◆
生
涯
学
習
課
関
係
　
▽
社
会
教
育
指
導
員
　
萩
島
具
美
、
佐
々
木
亜
紀
、
千
葉
翔
子
、
白
江
あ
ゆ
み
、

▽
発
掘
調
査
員
　
遠
藤
勝
博
、
遠
藤
優
子
　
▽
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
　
高
橋
大
輔
　
▽
嘱
託
員
　
菅
野
達

也
、
榊
原
麻
緒
　
▽
司
書
　
村
松
裕
子
　
▽
学
芸
員
　
及
川
甲
子
、
鈴
木
綾
　
▽
資
料
管
理
員
　
砂
田

比
佐
男
、
砂
田
享
、
菅
野
春
子
、
後
藤
悦
子
、
松
田
あ
や

◆
学
校
教
育
課
関
係
　
▽
外
国
語
英
語
指
導
助
手
　
ド
ー
テ
ィ
・
シ
ョ
ー
ン
・
ケ
ネ
ス
　
▽
図
書
教
育

指
導
員
　
遠
藤
勝
枝
、
松
澤
友
紀
　
▽
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
佐
藤
文
子

◆
水
道
事
業
所
関
係
　
▽
嘱
託
員
　
村
上
淳
一

◆
農
業
委
員
会
関
係
　
▽
農
地
相
談
員
　
佐
々
木
公
一

傍聴席議　  長　  室 議 会 事 務 局

委  員  会  室

３号棟 第３会議室３号棟 第１会議室 ３号棟 第２会議室 民生部被災者支援室

　３号棟　２階

　３号棟　１階



２０１２年（平成２４年）　４月１日号　⑧

局　　長　　蒲生　琢磨

主　　幹　　津田　耕節

局長補佐　　臼澤　　勉（県）

局長補佐兼計画係長

　　　　　　村上　幸司

復興対策係

係　　長　　山口　　透

計画係

主　　事　　中川　健司

課　　長　　山田　壮史

主　　幹　　小山　公喜（再）

課長補佐兼都市計画係長

　　　　　　阿部　　勝

計画係

主　　事　　蓬田　次郎（県）

区画整理係

係　　長　　外舘　正記（県）

主　　査　　林　　久茂（福岡市）

主任技師　　高橋　宏紀

主任主事　　大友　真也

技　　師　　北島　慎也（福岡市）

　 〃　　　  岩田　裕康（名）

下水道係

副主幹兼係長　　千田　顕彦

主任主事　　千葉　修子（関）

　 〃　　　  田嶋健太郎（久）

技　　師　　長野　貴治

部長兼課長　　須賀佐恵喜

課長補佐　　大和田浩之

管理係

係　　長　　菅野　泰浩

主　　事　　佐々木　崇

道路河川係

係　　長　　菅野　　誠

主　　任　　齊藤　克哉（県）

主任技師　　小野寺清和

　 〃　　  　菅崎　貴栄

　 〃 　　 　伊藤　　肇

技　　師　　宮原　卓也（名）

　 〃 　　 　小原　英隆（関）

主　　事　　遠藤　智嗣★

住宅推進係

係　　長　　梅木　　優

技　　師　　小原　茂樹（県）

主　　事　　菅野　諒太

部長兼課長　橋本　英雄

課長補佐兼農政係長

　　　　　中山　雅之

農政係

主任主事　村上　　聡

技　　師　及川　麻美

主　　事　小野寺　淳（関）

　  〃　　 中山　竜一

林政係

係　　長　高橋　一成

主任主事　小山　光則（関）

技　　師　佐藤　康人

主 事 補　松　　夏生★

局　　長　菅野　悦雄

局長補佐　熊谷　信義（再）

主任主事　加藤奈美江（関）

課　　長　木村　　博

課長補佐　平　　立身

水産係

係　　長　菅野　　洋

主　　事　佐々木隆伸

主 事 補　田宮　一樹★

漁港係

係　　長　石川　　浩

主　　任　米澤　武志（盛）

主任主事　青山　豊英

所　　長　大坂　幹夫（再）

所長補佐　菅野　敏明

所長補佐兼業務係長

　　　　　佐藤　好信

業務係

主　　査　中村真樹夫（名）

主任主事　畠山　幸也

主　　事　阿部　将人

工務給水係

係　　長　及川　　浩

主任主事　菅野　　宏

技　　師　新沼　和人

　  〃　　 小松　克弘（名）

主　　事　小松　公輔

室長（兼）　  蒲生　琢磨

室長補佐兼事業推進係長

　　　　　　伊賀　浩人

事業推進係

主　　査　　山口　照木（福岡市）

主任技師　　中野　友幸（福岡県）

技　　師　　内藤　翔太（名）

室　　長（兼）　　須賀佐恵喜

室長補佐（兼）　　大和田浩之

復 興 対 策 局 都 市 計 画 課 建　  設　  課

農　  林　  課 農業委員会事務局 水　  産　  課 水 道 事 業 所

　４号棟　２階

　４号棟　１階

４号棟 第１会議室 ４号棟 第２会議室 ４号棟 第３会議室

　４号棟　３階

事業推進室

幹線道路対策室



⑨

　【問い合わせ先】受給者証の申請…市民環境課市民係（内線１２２、１３５）

　　　　　　　　 給付…健康推進課国保係（内線１４０、１４１）

　４月１日から、小学校就学前までの乳幼児に対して行っている「乳幼児医療費給付事業」の対象範囲

を延長して、６歳から９歳までの児童に対して、「児童医療費給付事業」を開始しています。

　この事業により給付を受けるためには、新たに申請が必要となります。対象となる児童の保護者が申

請し、児童医療費受給者証（以下「受給者証」）の交付を受けてください。

　今回対象になる児童の保護者には、すでに案内文書と申請書を郵送しています。申請書は同封の返信

用封筒で郵送するか、市役所市民環境課窓口に提出してください。該当者には、後日受給者証を郵送し

ます。

　なお、保護者の所得が限度額を超える場合には対象とはなりませんので、ご了承ください。

　また、医療保険者が発行する健康保険一部負担金免除証明書（以下、「免除証明書」）の交付を受けて

いる場合は、免除証明書の制度が優先となりますので、免除の該当期間中には医療機関などの窓口で受

給者証を提示せず、必ず免除証明書を提示してください。

　※所得制限限度額の加算額

　　①老人控除対象配偶者または老人扶養親族１人につき　100,000 円

　　②特定扶養親族１人につき　150,000 円

　医療機関などに支払った医療負担額相当額 ( 入院時食事代、差額ベッド料、往診の車代、文書料、予防

接種、健康診断など、医療保険の保険対象外の費用を除く ) を給付する事業です。医療機関などを受診し

た際に一部負担金相当額を支払っていただきますが、後日市から登録した口座に給付します。

☆対象者

☆保護者の控除後の所得が次の限度額を超えている場合は、対象外となります

☆申請に必要なもの

☆乳幼児医療費給付事業とは…

○被保険者証（児童のもの）

○通帳（本人または保護者名義のもの）

○印鑑（朱肉を使用するもの）

※　平成２３年１月１日以後に本市に転入

　した場合は、平成２２年分の保護者の所

　得が分かるものが必要です。

出生の日から６歳に達する日以後の

最初の３月３１日までの人

☆乳幼児医療費給付事業

出生の日から６歳に達する日以後の最初の

３月３１日までの人

☆児童医療費給付事業

６歳に達する日以後の最初の４月１日から

９歳に達する日以後の最初の３月３１日ま

での人

平成２４年３月３１日診療分まで 平成２４年４月１日診療分から

扶養親族などの数

所 得 制 限 限 度 額

０人

2,720 千円

１人

3,100 千円

２人

3,480 千円

３人

3,860 千円

４人

4,240 千円

５人

4,620 千円

医療費の給付対象を拡大します

児童医療費給付事業が始まります



２０１２年（平成２４年）　４月１日号　⑩

①災害に強い安全なまち

　防潮堤等の海岸保全施設や幹線道路、避難道路の整備を促進するとともに、防災計画の再整備、救援・

救護体制の整備など、防災体制の再整備による「津波防災」と「減災」を組み合わせた多重防災型の

災害に強い安全なまちづくりを進める。

②快適で魅力のあるまち

　津波に強い防潮堤等の整備を前提に、防災性や利便性を考慮した土地利用の創出、災害時のみなら

ず市民生活や経済活動にとっても快適で魅力ある都市空間、都市機能を創出するまちづくりを進める。

③市民の暮らしが安定したまち

　公営住宅、学校、病院等の医療施設、スポーツ施設、文化施設等の公共施設の再建をはじめ、教育、

保健、医療、介護・福祉サービス、市民サービスの回復など、安定した市民の暮らしを再興する。

④活力あふれるまち

　農業や水産業の基幹産業、水産加工や醸造等の地場産業、宿泊施設や道の駅等の観光産業、商業など、

雇用の場の確保や産業基盤の早期復興とともに、食関連産業等の新規企業立地や集積を推進する。

⑤環境にやさしいまち

　太陽光など、大規模災害における活用や地球環境にやさしいエネルギーの活用を推進しながら、環

境未来都市の創造に取り組む。

⑥協働で築くまち

　地域のコミュニティを再生し、市民・事業者・市の役割分担のもと、地域の特性やコミュニティ活

動を生かした協働のまちづくりを推進する。

　昨年１２月に策定した「震災復興計画」に基づき、復興整備計画の６つの目標に沿って各種事業を推

進します。

陸前高田市の一部（１２ページ復興整備事業総括図のとおり）

 (1)　復興整備計画の区域における土地利用の基本的方向

　「災害に強い地域づくり」の観点から、気仙川右岸の今泉地区においては西側丘陵地を、左岸の高

田地区においては概ね一般県道陸前高田停車場線以北を市街地ゾーン、住宅等高台ゾーンとし、農地

については農地として活用し、以南の浸水地区の低地部は、産業ゾーン、公園ゾーン、農地ゾーンと

して土地利用の再編を図る。また、長部、米崎、小友、広田の浸水地区については、地域住民の意向

を考慮し農業や水産業用地等として土地利用の再編を図る。    

(2)　土地の用途の概要（１３ページの土地利用構想図及び復興整備事業総括図参照）

　①高田地区は、土地区画整理事業（１１ページ (1)- Ｂ）及び津波復興拠点整備事業（１１ページ (6)- Ａ、

　　(6)- Ｂ）により高台に住宅、公共施設用地などを確保するとともに、海岸保全施設や河口水門等

　　の整備に応じて、津波の浸水を免れるように高さを確保することを基本に、旧市街地の中央部か

　　ら北側丘陵部にかけて嵩上げを行い、コンパクトな新市街地を形成する。

　②高田地区の新市街地以南の低地部は、非居住系の産業ゾーン、公園ゾーン、農地ゾーンとして再

　　整備を図る。

　③気仙川右岸の今泉地区は、土地区画整理事業（１１ページ (1)- Ａ）により高台に住宅地などの用

　　地を確保するとともに、海岸保全施設や河口水門等の整備に応じて、津波の浸水を免れるように

　　高さを確保することを基本に西側丘陵地よりに嵩上げを行い、コンパクトな新市街地を形成する。

　④新市街地東側の低地部は、住民意向に基づき非居住系の公園ゾーン、農地ゾーンとして再整備を

　　図る。 

　⑤長部地区においては、海岸よりの低地部は農業や漁業関連施設、美しい集落景観形成等を図る土地

　　利用を行い、高台部は集団移転促進事業（１１ページ (4)- Ａ）により安全な住宅地などの用地を確

　　保する。  

⑶　復興整備事業のおおむねの区域を表示した縮尺 1/25,000 以上の地形図（復興整備事業総括図のと

おり）  

　１　復興整備計画の区域（計画区域）（法第４６条第２項第１号関係）

　２　復興整備計画の目標（法第４６条第２項第２号関係）

　３　土地利用方針（法第４６条第２項第３号関係）

震災復興計画に基づき事業をスタートします

復 興 整 備 計 画（ 案 ）を 公 表復 興 整 備 計 画（ 案 ）を 公 表



⑪

【問い合わせ先】陸前高田市復興対策局
　　　　　　　 〒０２９－２２９２　陸前高田市高田町字鳴石４２－５
　　　　　　　 TEL ０１９２－５４－２１１１　FAX ０１９２－５４－３８８８　　

事業の名称：今泉地区土地区画整理事業

実施主体：陸前高田市

実施区域：復興整備事業総括図のとおり

実施予定期間：平成２３年度～平成３０年度

種類：土地区画整理事業

事業の名称：高田地区土地区画整理事業

実施主体：陸前高田市

実施区域：復興整備事業総括図のとおり

実施予定期間：平成２３年度～平成３０年度

種類：土地区画整理事業

事業の名称：集団移転促進事業（長部地区）

実施主体：陸前高田市

実施区域：復興整備事業総括図のとおり

実施予定期間：平成２３年度～平成２７年度

事業の名称：津波復興拠点整備事業（高田東地区）

実施主体：陸前高田市

実施区域：復興整備事業総括図のとおり

実施予定期間：平成２４年度～平成２６年度

事業の名称：津波復興拠点整備事業（高田西地区）

実施主体：陸前高田市

実施区域：復興整備事業総括図のとおり

実施予定期間：平成２４年度～平成２６年度

事　業　区　分 図面記号 事　業　に　係　る　事　項

（１）市街地開発事業

（２）集団移転促進事業

（３）都市施設の整備に関する事業

(1) －Ａ

(1) －Ｂ

　４　復興整備事業に係る事項（法第４６条第２項第４号関係）

　５　復興整備計画の期間（法第４６条第２項第５号関係）

(4) －Ａ

(6) －Ａ

(6) －Ｂ

平成２３年度～平成３０年度

　復興整備事業の円滑・迅速に実施するため、個別法による特例（各種手続の一元化、許可

基準の緩和、事業制度の創設・拡充）を受けるために作成する計画である。

　本市では、土地区画整理事業、防災集団移転事業、津波復興拠点整備事業等の実施にあたり、

この特例措置を受けため、岩手県と共同で「陸前高田市復興整備計画」を策定するものである。

復興整備計画とは
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２０１２年（平成２４年）　４月１日号　⑭

　東日本大震災により、住宅や宅地に被害を受けた人が、市内で住宅を再建しようとする場合には、次

の補助制度を利用することができます。

　各補助制度の申請方法などの詳細は、市被災者支援室に問い合わせください。

▽被災者住宅再建支援事業費補助金 ( ※平成２４年度新規事業 )

▽被災住宅再建利子補給補助事業（※平成２４年度新規事業）

　東日本大震災により、自ら居住していた住宅が全壊した被災世帯が、市内に自宅を

建設または購入する場合に、建設・購入費用の一部を補助します。

○単数世帯　７５万円　　　○複数世帯　１００万円

　次の２つの要件をいずれも満たしている被災者（世帯主）

①岩手県内において、住宅が被災（全壊または半壊解体）して被災者生活再建支援金

の基礎支援金（複数世帯１００万円、単数世帯７５万円）を受給していること。

②市内に自宅を建設または購入して、被災者生活再建支援金の加算支援金（建設・購入）

を受給していること。

平成２３年度～平成２８年度

※平成２３年度中に建設・購入している場合でも、補助金の申請は可能です。

内　　　容

補助金額（定額）

　東日本大震災により、被災した住宅の再建資金を金融機関などから新たに借り入れ

した場合には、住宅ローンの支払利子相当額の一部を補助します。

内　　　容

※新規住宅ローン（被災後に契約したもの）と既往住宅ローン（被災前に契約したもの）

の両方が対象となります。ただし、既存の住宅ローンのみの場合は対象となりません。

支払利子相当額

※新規住宅ローンの補助金は半年ごと、既往住宅ローンの補助金（新規住宅ローンの

借入額を上限とします）は５年分を一括で交付します。
補 助 金 額

　次の２つの要件をいずれも満たしている人

①東日本大震災により、自ら居住していた住宅に被害を受けて、り災証明書などの交

付を受けた人またはその家族

②自ら居住する住宅の新築（建設または購入）または補修（増改築または改修を含む）

資金を、平成２３年３月１１日以降に金融機関などから借り入れした人

対　象　者

○新規住宅ローン ( 新築 ) ＋既存住宅ローン　…　平成２４年度～平成２８年度

○新規住宅ローン ( 補修 ) ＋既存住宅ローン　…　平成２４年度～平成２５年度　

※平成２３年度中に住宅ローンの借り入れている場合でも、補助金の申請は可能です。 
申 請 期 間

対　象　者

事業対象期間

対象融資 対象金融機関
借入額（工事費）

上限額
利率
上限

利子補給期間

新規住宅ローン（新築）

新規住宅ローン（補修）

既往住宅ローン

民間金融機関など

住宅金融支援機構およ
び民間金融機関

借り入れた金融機関

1,460 万円

640 万円

ー

2.0％

1.0％

ー

当初５年間

当初５年間

５年間分

ふるさとでの定住を促進します

被災した住宅の再建のための補助制度被災した住宅の再建のための補助制度



⑮

　【問い合わせ先】被災者支援室

　東日本大震災により、被災した住宅について、次の補修工事費および改修工事費の

一部を補助します。

○補修工事費（半壊、一部損壊）

　被災者生活再建支援金の対象外で、応急修理制度を利用していない住宅の補修工事費

　[ 対象とならない工事の例 ]

　　工事費が１０万円未満の軽微な補修、家電製品などの修理・交換、店舗や別棟の

　物置や小屋などの住宅以外の修理など

○改修工事費（全壊、大規模半壊、半壊、一部損壊）

　①耐震改修工事

　　現在の耐震基準を満たさない住宅を現在の基準に適合させる工事

　②バリアフリー改修工事

　　手すり取り付け、床段差の解消、滑り防止などのための床材の変更、引き戸など

　への扉の取り替え、洋式便器などへの便器の取り替え

　③県産材使用改修

　　県産の木材を 0.5㎥以上、または１㎡あたり 0.04㎥以上使用した改修および増改築工事

　補助金額は対象工事費の１／２以内で、次の金額が上限となります。

　なお、対象となる工事を組み合わせて行う場合は、それぞれ支給されます。

内　　　容

補 助 金 額

▽被災住宅補修等工事費補助金（※平成２４年度新規事業）

平成２３年度～平成２５年度

※平成２３年度中に補修・改修工事を行っている場合でも、補助金の申請は可能です。事業対象期間

　次の２つの要件をいずれも満たしている人

　①東日本大震災により、居住していた住宅に被災を受けて、り災証明書などの交付

　を受けた人またはその家族

　②自ら居住するための住宅の補修または改修を行う人

対　象　者

▽被災宅地復旧工事費補助金（※平成２４年度新規事業）

　個人が所有する東日本大震災で被災した宅地について、次の宅地復旧工事費の一部

を補助します。

①のり面の保護

②排水施設の設置

③地盤の補強および整地

④擁壁の設置および補強（旧擁壁の除去を含む）

⑤地盤調査および設計調査費など

[ 対象とならない工事の例 ]　

　工事費２０万円未満の軽微な復旧工事、不動産事業用の宅地の復旧工事、非住家を

再建または補修するための宅地の復旧工事、宅地復旧とはいえない工事など

事業対象期間

　補助金額は対象となる工事費の１／２以内で、次の金額が上限となります。

・１宅地あたり２００万円（対象工事費：４００万円）
補 助 金 額

被災した宅地の所有者、管理者または占有者およびその同居の家族対　象　者

平成２３年度～平成２５年度

※平成２３年度中に復旧工事を行っている場合でも、補助金の申請は可能です。
事業対象期間

対　象　工　事 補 助 上 限 額 対 象 工 事 費

５２万円
補修

改修

半 　 　 　 　 　 壊

一 　 部 　 損 　 壊

耐 　 震 　 改 　 修

バリアフリー改修

県 産 材 使 用 改 修

３０万円

６０万円
６０万円

２０万円

１０４万円

　６０万円

１２０万円
１２０万円

　４０万円
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　震災により募集を停止していたエコタウン鳴石の宅地（１区画）の申込受付を開始します。

【募集要領】

▽申込受付日時　４月９日（月）～１７日（火）午前９時～午後５時※土・日を除きます。

▽申込受付場所　市役所建設課（持参のみ）、県土地開発公社（ファクス受け付け、申し込みの際は送信

　　　　　　　　前に公社に電話願います）

▽提  出  書  類　土地購入申込書、り災証明書（住宅用、原本）

▽受  付  方  法　申込順に受け付けをし、複数の申し込みがあった場合は抽選を行います。

▽申 込 対 象 者　①自ら住宅を建設し居住する人。（３年間転売はできません）申し込みは、１世帯１回   

　　　　　　　　のみとなります。

　　　　　　　　②震災時に陸前高田市民であった被災者（本市からり災証明書を取得できる人）

▽建  築  制  限　戸建住宅または店舗併用住宅を３年以内に建築してください。

▽抽  選  日  時　４月２１日（土）午後１時３０分から

▽抽  選  場  所　市役所３号棟第３会議室

▽申 込 用 紙　市建設課に備えているほか、県土地開発公社ホームページからもダウンロードできま 

　　　　　　　　す。（ＰＤＦファイル）

▽問い合わせ先　市建設課（内線４７４）

　　　　　　　　県土地開発公社（☎０１９－６５２－１８１０、ファクス０１９－６２４－６０５４）

▽そ　  の　  他　申込状況に関する問い合わせには一切応じられません。

区画番号 面　積 ㎡（坪） 宅地価格（円） 売　　　　主

４７ ２４５.２９（７４.２０） ４,０４０,０００ 岩手県土地開発公社

【案内図】 【区画図】

エコタウン鳴石の宅地（１区画）

の申込受付を開始

住居建築を希望する皆さんへ

エコタウン鳴石の宅地（１区画）

の申込受付を開始



⑰

　「３１１まるごとアーカイブス」は、被災地の過去、現在、未来の記録を残し、個人情報

や肖像権、著作権に配慮した上で、これらの記録をインターネット上で公開し、防災学習

や防災研究などの貴重な資料とするプロジェクトです。

　市民の皆さんの中で、被災前の街並みや風景、伝統行事、文化財、歴史的建造物、市民

の活動などを記録した動画や写真を持っている人は、ご協力をお願いします。

　なお、提供いただく際は、市協働推進室に備え付けの「写真・ビデオ映像の肖像権に関

する承諾書」「提供する写真・動画等の使用許諾同意書」に署名をお願いします。

▽動画・写真などの提出先　市協働推進室

▽本プロジェクトの活動内容

①被災地の過去の映像の収集とデジタル化

②津波で流されたアルバムや写真の返還とデジタル化

③津波映像や避難行動の写真などの収集と公開

④被災地の撮影と公開

⑤行政の災害対応文書などのデジタル化と検証

⑥地域コミュニティの復興過程の参加型の記録

　と公開、上映

⑦地場産業の復興過程の記録と公開

⑧子どもの目線で長期に復興を記録、上映

⑨社会科の補助教材の製作

⑩コミュニティ放送、ＣＡＴＶの放送記録のア

　ーカイブ

⑪被災者の避難行動の聞き取り

⑫道路からの３６０度撮影を測量

⑬ボランティア体験談のアーカイブ

　詳しくは、協働推進室 ( 内線１７３) まで。

被災前と被災直後の動画・写真・資料を収集しています

３１１
まるごとアーカイブス
３１１
まるごとアーカイブス
３１１
まるごとアーカイブス

被災前と被災直後の動画・写真・資料を収集しています

　高田町字鳴石地内で行っている「思い出の品返却」は、４月

以降も継続して運営していきます。

　この事業では、アルバムや賞状、トロフィーなど、被災者に

とってかけがえのない大切な思い出の品を回収・整理し、持ち

主に返却しています。

　流失して困っているものや、この世に１つしかない大切なも

のなどお探しのものがありましたら、会場にお越しください。

▽返却日時　毎週土曜・日曜日午前１０時～午後４時

　詳しくは、思い出の品返却会場 ( ☎４７－４８４８) まで。

　震災以降探している大切なもの、ありませんか

津波で流され回収された「思い出の品」を返却中津波で流され回収された「思い出の品」を返却中

至　学校給食センター

思い出の品返却会場
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　春は、進学、就職、結婚、転勤など新生活を始める人が多い引っ越しシーズンです。

　日本郵便の「転居・転送サービス」を利用すると、引っ越し後の１年間、旧住所あての郵便物などを

新住所に無料で転送できます。転居先が決まりましたら、早めに日本郵便の支店または郵便局の窓口に、

転居届を提出してください。

　また、転居届による転送期間は１年間となっており、期限経過後は差出人に返却しますので、あらた

めて確認をし、更新の手続きをお願いします。

　なお、避難所などに避難した人に対して取り扱っていた「お客様確認シート」による転送は、本年８

月３１日で転送を終了します。

　引き続き転送を希望する場合は、大変お手数ですが、転居届を提出してください。

※手続きは、下記連絡先またはお近くの郵便局に備え付けの転居届により、取り扱っています。

　また、お客さまの大切な郵便物および荷物を確実に配達するため、転居届の提出の際に本人（転居届

を提出した人）の確認および転居届に記載された旧住所の確認をしますので、次のものを持参してくだ

さい。

▽手続きの際に持参するもの

【本人の確認】

・個人が転居する場合　本人（転居届を提出した人）の運転免許証、各種健康保険証など

・会社、団体などが転居する場合　社員証、各種健康保険証など、窓口に来た人と会社、団体などとの関

係が分かるもの

【旧住所の確認】

転居者の旧住所が確認できる運転免許証、パスポート、住民基本台帳カードまたは住民票など、官公庁

が発行した住所の記載があるもの

▽インターネットから転居届の提出ができます

　インターネットで転居届を提出する人は、日本郵便が運営する専用サイトウェルカムタウンにアクセ

スし、画面の指示に従って必要事項を入力してください。

・アクセス先：http:/ /welcometown.post . japanpost . jp

【問い合わせ先】郵便事業株式会社陸前高田支店　フリーダイヤル（０１２０ー９１３ー２１５）

支店代表連絡先（☎５５ー２３５０）

　市選挙管理委員の任期満了に伴い、市議会３月定例会

で選挙管理委員の選出が行われ、次の新しい４人の委員

が決まりました。

▽委員　齊藤篤志さん（広田町）（再任）、佐々木一臣さ

ん（横田町）、菅野和枝さん（高田町）、江刺秀一さん（気

仙町）（再任）

　なお、３月９日に行われた同委員会臨時会で、委員長

に齊藤篤志さんが、職務代理者に佐々木一臣さんがそれ

ぞれ選ばれています。

　また、委員の任期は、平成２４年３月９日から平成

２８年３月８日までの４年間です。
左から江刺さん、齊藤さん、佐々木さん、菅野さん

日本郵便から

郵便物の転送についての重要なお知らせ

新しい選挙管理委員決まる

◆委員長に齊藤篤志さん

郵便物の転送についての重要なお知らせ
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期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

４月　５日 (木 )

４月　７日 ( 土 )

４月　８日 ( 日 )

４月１１日 ( 水 )

４月１２日 ( 木 )

４月１４日 ( 土 )

４月１５日 ( 日 )

４月１８日 ( 水 )

４月１９日 ( 木 )

４月２１日 ( 土 )

４月２２日 ( 日 )

４月２５日 ( 水 )

４月２６日 ( 木 )

４月２８日 ( 土 )

４月２９日 ( 日 )

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

内科、外科系、小児科

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、泌尿器科、心療内科

小児科

内科系

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科 

外科系、小児科

内科系、外科系

内科系、小児科、心療内科

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

泌尿器科

内科系、小児科

内科系、小児科、心療内科

休診（昭和の日）  

　管内にある県営住宅の定期募集計画を、次のとおり定めましたのでお知らせします。

　なお、空室がないなどの理由により、募集を行わない場合がありますので、あらかじめご了承願います。

▽募集受付期間

第１回　平成２４年　５月　７日 ( 月 ) ～１１日 ( 金 )

第２回　平成２４年　７月　２日 ( 月 ) ～　６日 ( 金 )

第３回　平成２４年　９月１０日 ( 月 ) ～１４日 ( 金 )

第４回　平成２４年１１月１２日 ( 月 ) ～１６日 ( 金 )

第５回　平成２５年　２月２５日 ( 月 ) ～　３月　１日 ( 金 )

▽空室状況などの問い合わせ

　空室状況は、各申込期間の１週間程度前から次の機関で確認できます。

　なお、「県営住宅入居申込書」などは、各申込受付期間の１週間前から、沿岸広域振興局土木部大船渡

土木センター ( ３階 ) で受け取ることができます。

　詳しくは、( 財 ) 県建築住宅センター　フリーダイヤル ( ０１２０ー２０８ー２０１)、( ☎０１９ー

６２３ー４４１４)、沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター管理課 ( ☎２７－９９２９、内線２６２)

県営住宅入居者定期募集実施計画のお知らせ

　岩手県医師会では、第一中学校体育館西側で診療所を開設しています。４月の診療日程は下表のとお

りです。

※診療科は、日によって異なります。また、都合で変更になる場合があります。

※毎週土曜日と日曜日に心療内科を開設しています。震災後から胃腸の調子がよくない、血圧が下がら

ない、肩のこりがとれないなどの症状が続く人は、ストレスがたまっているかもしれません。そのよう

な場合は、本診療所の心療内科を受診してみましょう。なお、心療内科は事前予約制です。

　詳しくは、高田診療所（☎５３－２１１０）まで。※診療日のみ通話可

●  第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所 ４月の診療日程岩手県医師会高田診療所
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　奈々切・大石土地区画整理事業に係る換地計画（案）を縦覧します。

　本事業は、物件移転および公共施設整備工事がほぼ終了しておりましたが、最終手続きを行う直前に

東日本大震災により壊滅的被害を受けました。

　したがって、当該地区内の土地については、土地登記簿上、従前の土地の状態（所在地番、地目、地積など）

となっております。

　つきましては、このたび縦覧する換地計画（案）において、従前の状態の土地を換地する内容などを

提示します。

　なお、利害関係者（所有権者、借地権者など）は、換地計画について意見がある場合、縦覧期間内に

施行者である市長あてに意見書を提出することができます。

　また、この縦覧のあと換地計画が定まった後に、その内容を各権利者あてにお知らせし、登記の手続

きを進めることとなります。

▽縦覧期間　４月１０日（火）～２３日（月）

▽縦覧時間　午前９時～午後５時

▽縦覧場所　市都市計画課（市役所４号棟３階）

　詳しくは、都市計画課区画整理係（内線４６１）まで。　

　国土交通省南三陸国道事務所では、復興道路 ( 三陸沿岸道路 ) の整備を進めるにあたり、計画地周辺に

おいて環境調査を実施します。調査期間は平成２４年４月から１年間の予定です。

【調査の概要】

・大気質：調査機器を設置し、四季に各１週間の調査を行います。

・騒音・振動：調査機器を設置し、秋に１日間（２４時間）の調査を行います。

・動物・植物：計画地周辺を歩き、双眼鏡を用いた動物の観察や、樹林・河川内で捕獲調

　査を行います。

・水質：代表的な河川において、毎月１回の採水を行います。

・その他：計画地周辺を徒歩で調査し、写真撮影などを行います。

　三陸沿岸地域の一刻も早い復興のため、早期開通に向けて取り組んでまいりますので､ 皆様のご理解

とご協力をよろしくお願いします。

【問い合わせ先】国土交通省 東北地方整備局 南三陸国道事務所

　　　　　　　 調査・品質確保課　佐藤・福島 ( ☎０１９３－２８－４７３１)

【調査請負者】八千代エンジニヤリング株式会社

　　　　　　　 総合事業本部 環境計画部　現場責任者　相
あい

﨑
ざき

・本田 ( ☎０３－５９０６－０６８４)

奈々切・大石土地区画整理事業

換地計画案の縦覧のお知らせ

復興道路（三陸沿岸道路）に係る
環境調査実施のお知らせ

ご協力をお願いします

換地計画案の縦覧のお知らせ

復興道路（三陸沿岸道路）に係る
環境調査実施のお知らせ



 

開催期日 時　　　　間 開　　催　　場　　所

１３日（金）

１６日（月）

１７日（火）

１９日（木）

２０日（金）

２３日（月）

２４日（火）

２６日（木）

２７日（金）

午前１０時～正午

大田仮設団地（大船渡市営球場）集会所    

米崎小学校仮設団地集会所    

山村広場（杉下仮設団地）集会所    

オートキャンプ場モビリア　センターハウス    

綾里中学校仮設団地集会所    

横田小学校仮設団地集会所    

崎浜小学校仮設団地談話室    

大豆沢仮設団地談話室    

蛸ノ浦小学校仮設団地談話室

期　　日 時　　　　間 相　　談　　会　　場

４月　６日（金）

４月１１日（水）

４月１７日（火）

４月２０日（金）

４月２５日（水）

午前１１時～午後１時３０分

午前１１時～午後１時３０分

午前１１時～午後１時３０分

午前１１時～午後１時３０分

午前１１時～午後２時

モビリアセンターハウス    

市役所第３仮庁舎　中会議室    

市役所第３仮庁舎　中会議室    

市役所第３仮庁舎　中会議室    

広田コミセン  

開催期日 時　　　　間 開　　催　　場　　所

１３日（金）

１６日（月）

１７日（火）

１９日（木）

２０日（金）

２３日（月）

２４日（火）

２６日（木）

２７日（金）

午前１０時～正午

大田仮設団地（大船渡市営球場）集会所    

米崎小学校仮設団地集会所    

山村広場（杉下仮設団地）集会所    

オートキャンプ場モビリア　センターハウス    

綾里中学校仮設団地集会所    

横田小学校仮設団地集会所    

崎浜小学校仮設団地談話室    

大豆沢仮設団地談話室    

蛸ノ浦小学校仮設団地談話室

期　　日 時　　　　間 相　　談　　会　　場

４月　６日（金）

４月１１日（水）

４月１７日（火）

４月２０日（金）

４月２５日（水）

午前１１時～午後１時３０分

午前１１時～午後１時３０分

午前１１時～午後１時３０分

午前１１時～午後１時３０分

午前１１時～午後２時

モビリアセンターハウス    

市役所第３仮庁舎　中会議室    

市役所第３仮庁舎　中会議室    

市役所第３仮庁舎　中会議室    

広田コミセン  
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　ハローワークでは、就職支援ナビゲーターによる就職支援相談会を開催しています。

　「就職支援相談会」での相談は、雇用保険受給者の失業認定申告書の「就職活動」に該当します。（雇

用保険受給資格者証を持っている人は、提示をお願いします）

▽相談内容

・就職相談／情報提供

・雇用保険失業給付手続方法

・雇用保険または職業訓練受講給付金を受給しながらの職業訓練の案内

・雇用調整助成金および被災者雇用開発助成金など、各種助成金の案内

▽４月の相談日程

　　市では、下表のとおり登録面接会を開催します。

※上記の開催場所、日時は状況により変更になる場合があります。

　詳しくは、ハローワーク大船渡就職支援ナビゲーター ( ☎２７－４１６５) まで。

▽内容　求職者の登録面接（職種や希望条件などの相談）、事業者の求人登録（情報収集）など

※仕事に就いていない人、迷っている人、今後の不安など、何なりと相談してください。

　詳しくは、オフィス小川（☎０８０－２８２０－７９２０、担当：吉田）まで。

就 職 支 援 相 談 会 の お 知 ら せ就 職 支 援 相 談 会 の お 知 ら せ

● 求職者の声に耳を傾けます ●

緊急雇用者登録支援事業

「登録面接会」開催のお知らせ

就 職 支 援 相 談 会 の お 知 ら せ就 職 支 援 相 談 会 の お 知 ら せ

「登録面接会」開催のお知らせ「登録面接会」開催のお知らせ
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市
役
所
の
位
置
は
、
条
例
上
、

被
災
し
た
庁
舎
の
ま
ま
で
し
た

が
、
四
月
一
日
か
ら
現
在
の
仮
庁

舎
の
位
置
に
変
更
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
変
更
前
】
陸
前
高
田
市
高
田
町

字
館
の
沖
１
１
０

【
変
更
後
】
陸
前
高
田
市
高
田
町

字
鳴
石
４
２
番
地
５(

現
在
の
仮

庁
舎)

　

詳
し
く
は
、総
務
課
職
員
係
ま
で
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
所
持
者
が
気

仙
管
内
の
タ
ク
シ
ー
業
者
を
利
用

す
る
場
合
に
限
っ
て
、
タ
ク
シ
ー

料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
か
ら
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
も
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
手

続
き
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
自
動

車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受

け
て
い
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

▽
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１

級
ま
た
は
２
級
の
人

・
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ａ
の
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

等
級
が
１
級
の
人

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳・
印
鑑

▽
手
続
き
先
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　

県
立
高
田
病
院
で
は
、
三
月
一

日
よ
り
毎
週
木
曜
日
の
午
前
中
、

ス
ト
レ
ス
外
来
の
診
療
を
し
て
い

ま
す
。

　

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
予
約

制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
務

局
窓
口
ま
た
は
電
話
で
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
心
に
元
気
が
な
い
と
感

じ
て
い
る
人
は
、
遠
慮
な
く
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
県
立
高
田
病
院(

☎
５
４
ー
３
２
２
１)

ま
で
。

　

震
災
で
被
災
し
、
診
療
を
休
止

し
て
い
た
平
成
歯
科
医
院
が
三
月

二
十
四
日
か
ら
診
療
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

▽
受
付
時
間　

午
前
九
時
～
午
後

零
時
三
十
分
、
午
後
二
時
三
十
分

～
六
時

▽
休
診
日　

木
曜
、
日
曜
日
、
祝

日▽
住
所　

高
田
町
字
栃
ヶ
沢
３
２

番
地(

第
一
中
学
校
西
側
入
口
付

近)

　

詳
し
く
は
、
平
成
歯
科
医
院(

☎
５
５
ー
２
８
０
０)

ま
で
。

　

岩
手
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

遠
野
実
習
場
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
求
職
手
続
き
を
し
て
い
る
人

を
対
象
に
、
職
業
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▽
受
講
料　

無
料
、
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
。

▽
募
集
科　

住
宅
建
築
施
工
科(

定
員
十
人)

、
住
宅
設
備(

定
員

十
人)

▽
募
集
期
間　

四
月
二
十
五
日(

水)

ま
で

▽
訓
練
期
間　

五
月
二
十
二
日(

火)

～
十
一
月
十
二
日(

月)

　

詳
し
く
は
、
岩
手
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー
遠
野
実
習
場(

☎

０
１
９
８
ー
６
３
ー
１
４
１
１)

ま
で
。

　

盛
岡
地
方
法
務
局
で
は
、
震
災

に
よ
り
東
海
・
流
失
・
焼
失
し
た

建
物
に
つ
い
て
、
被
災
者
の
登
記

申
請
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
被
災
地
の
速
や
か
な
復
興

に
資
す
る
た
め
、
市
内
の
被
災
地

域
に
お
い
て
、
昨
年
十
月
下
旬
か

ら
十
二
月
上
旬
ま
で
の
期
間
に
現

地
調
査
を
行
い
、
こ
の
た
び
職
権

に
よ
る
滅
失
登
記
を
完
了
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
本
作
業
後
に
、
震
災
に

よ
り
解
体
し
た
建
物
が
あ
る
場
合

は
、
今
後
も
法
務
局
の
職
権
に
よ

り
滅
失
登
記
を
行
い
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
盛
岡
地
方
法
務

局
大
船
渡
出
張
所(

☎
２
６
ー

２
６
０
６)

ま
で
。

　

盛
岡
地
方
法
務
局
一
関
支
局

は
、
五
月
十
四
日(

月)

か
ら
一

関
支
局
庁
舎
で
の
業
務
を
再
開
し

ま
す
。

▽
庁
舎
案
内　

〒
０
２
１
ー

０
８
７
７　

一
関
市
城
内
３
番

２
号(

一
関
法
務
合
同
庁
舎
一
・

二
階)(

☎
０
１
９
１
ー
２
３
ー

４
１
４
９)

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
元

気
を
与
え
よ
う
と
、
昨
年
か
ら
イ

くまがい　みさき
ちゃん

むらかみ　あきと
ちゃん

３
歳
６
か
月
児
健
診
か
ら

◆
平
成
二
十
四
年
二
月
健
診
分
②

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

４
月
か
ら
対
象
者
を
拡
大
し
ま
す

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成

県
立
高
田
病
院
か
ら

ス
ト
レ
ス
外
来
を
設
置
中

平
成
歯
科
医
院
か
ら

３
月
24
日
か
ら
診
療
を
開
始

求
職
者
の
皆
さ
ん
へ

職
業
訓
練
受
講
者
を
募
集
中

盛
岡
地
方
法
務
局
か
ら

被
災
地
域
の
滅
失
登
記
を
完
了

盛
岡
地
方
法
務
局

業
務
再
開
の
お
知
ら
せ

日
本
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

復
活
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

４
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た

市
役
所
の
位
置(

住
所)

変
更
の
お
知
ら
せ
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よねざわ　ほのか
ちゃん

◇出生（　）は字名・保護者・出生日

矢作　佐々木　友
とも

　香
か

（堂前・誠志・2/20）

横田　及　川　翔
しょう

　也
や

（舞出・和文・2/27）

竹駒　…

気仙　…

髙田　村　上　大
たい

　雅
が

（鳴石・由似・2/15）

　　　佐々木　愛
まな

　弥
み

（中長砂・薫・2/10）

　　　佐々木　琉
る

姫
き

愛
あ

（中和野・眞二・3/12）

米崎　安　倍　健
けん

　太
た

（館・誠治・3/12）

小友　…

広田　…

◇おくやみ（　）字名・年齢・死亡日

矢作　熊　谷　オセン（坂下・90・2/15）

　　　鈴　木　ナ　オ（清水・84・2/15）

　　　梅　木　利　男（飯森・79・2/25）

　　　藤　倉　一　郎（元屋敷・84・3/8）

横田　荻　原　保　夫（黄金山・81・2/21）

　　　荻　原　　　髙（槻沢・85・2/25）

　　　大和田　　　厚（狩集・64・3/1）

　　　菅　野　早　苗（南行・77・3/5）

　　　遠　藤　チサト（志田実・91・3/12）

竹駒　松　野　功　紀（相川・58・2/19）

　　　佐　藤　健　亮（滝の里・78・2/25）

　　　菅　崎　頌　子（相川・19・H23．3/11）

気仙　佐々木　奈美江（町裏・77・H23．3/11）

　　　小　友　千　代（町・86・3/6）

　　　中　村　ミヨ子（中井・80・H23．3/11）

髙田　菅　野　嘉　男（中宿・79・2/15）

　　　河　野　キヨシ（東和野・83・2/27）

　　　佐　藤　　　榮（東和野・88・2/28）

　　　坂　井　勝　夫（森の前・96・3/3）

　　　千　葉　朋　子（法量・80・3/5）

　　　小野寺　素　子（並杉・29・H23．3/11）

　　　松　田　瑞　生（大石・11・H23．3/11）

　　　大　友　ミ　ホ（長砂・37・H23．3/11）

　　　佐々木　武　雄（荒沢・90・3/10）

米崎　小野寺　信　彦（松峰・69・2/15）

　　　金　野　　　榮（糠塚沢・81・2/22）

　　　小　泉　いしみ（脇の沢・87・3/2）

　　　津　田　龍　夫（松峰・78・3/2）

　　　金　野　惠　子（道の上・63・3/6）

小友　村　上　寳　壽（柳沢前・90・2/23）

　　　大　和　武　雄（三日市・81・2/27）

広田　黄川田　ハヤ子（大久保・82・2/16）

　　　菅　野　オツル（根岬・95・2/23）

　　　伊　藤　健太郎（集・73・2/29）

　　　村　上　正　人（蒲田・81・3/13

慶  弔（届出日：2/16 ～ 3/15）

タ
リ
ア
、
日
本
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

活
動
を
続
け
て
い
る
「
日
本
元
気

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

四
月
十
四
日(

土)

午

後
六
時
開
場
、
午
後
七
時
開
演

▽
場
所　

第
一
中
学
校
体
育
館

▽
出
演
者　

中
山
リ
エ(

ヴ
ォ
ー

カ
ル)

、橋
あ
き
ら(

ヴ
ォ
ー
カ
ル
・

ギ
タ
ー)

、
江
口
真
由(

シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー)

、
篠
崎
ゆ

か
り(

ソ
プ
ラ
ノ)

、
榛
葉
昌
寛

(

テ
ノ
ー
ル)

、
杉
江
尚
子(

ピ
ア

ノ)

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム　

翼
を
く
だ
さ

い
、
君
に
会
い
た
い
、
愛
燦
々
、

オ
ペ
ラ
「
復
活
」
ア
リ
ア
、タ
イ
ム
・

ト
ゥ
・
セ
イ
・
グ
ッ
バ
イ
ほ
か

▽
入
場
料　

無
料

▽
そ
の
他　

飲
み
物
、
ケ
ー
キ
の

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
元
気
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局(

☎
０
３

ー
３
７
９
７
ー
７
３
９
３)

ま

で
。

　

昨
年
の
震
災
以
来
、
休
止
し
て

い
た
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
気
仙
高
田
ス

ポ
ッ
ト
を
四
月
十
七
日
か
ら
再
開

し
ま
す
。

▽
再
開
場
所　

ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
内
（
高
田
町
字
鳴
石
50
番

地
10
）

▽
開
設
日　

毎
月
第
一
、
第
三
火

曜
日

▽
利
用
時
間　

午
後
一
時
三
十
分

～
午
後
四
時
三
十
分
（
事
前
予
約

制
で
す
）

▽
対
象
者　

高
校
生
、
仕
事
を
探

し
て
い
る
人
、
転
職
希
望
の
人
、

現
在
の
職
場
で
悩
ん
で
い
る
人
な

ど▽
内
容　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
、
応
募
書
類
作
成
支
援
・
面

接
練
習
、
就
職
関
連
情
報
の
提
供

な
ど

▽
予
約
窓
口　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
気

仙
（
☎
２
１
ー
３
４
５
６
）

　

詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
商
工

労
働
係
ま
で
。

　

東
北
財
務
局
で
は
、
被
災
し
た

個
人
や
事
業
者
向
け
に
、
支
援
施

策
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

　

参
加
料
は
無
料
で
す
が
、
事
前

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
説
明
内
容

・
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
県
産
業
復
興
機
構
の
支
援
に

つ
い
て

・
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支

援
機
構
の
支
援
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
四
年
度
県
の
復
興
支

援
施
策
に
つ
い
て
～
住
宅
再
建
補

助
、
中
小
企
業
事
業
費
補
助
な
ど

～・
個
人
債
務
者
の
私
的
整
理
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

▽
日
時(

場
所)　

・
四
月
十
九
日(

木)

午
後
一
時

三
十
分
～
四
時(

大
船
渡
市
カ
メ

リ
ア
ホ
ー
ル)

・
四
月
二
十
四
日(

火)

午
後
一

時
～
三
時
（
釜
石
地
区
合
同
庁
舎

大
会
議
室
）

▽
参
加
申
込　

氏
名
、
住
所
、
連

絡
先
、
参
加
会
場
、
参
加
人
数
を

記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
っ
た
場
合
、
お
断
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
締
切　

四
月
十
三
日(

金

)

ま
で
の
平
日
午
前
九
時
～
午
後

五
時

▽
申
込
先　

東
北
財
務
局
盛
岡

財
務
事
務
所
理
財
課(

〒
０
２
０

ー
０
０
２
３　

盛
岡
市
内
丸
７
番

地
２
５
、
フ
ァ
ク
ス
０
１
９
ー

６
２
２
ー
７
４
８
２)

　

詳
し
く
は
、
東
北
財
務
局
盛

岡
事
務
所
理
財
課(

☎
０
１
９

ー
６
２
５
ー
３
３
５
３)

ま

で
。

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
気
仙

高
田
ス
ポ
ッ
ト
を
再
開

被
災
し
た
人
・
事
業
者
が
対
象
で
す

「
復
興
元
年
！
い
わ
て
金
融
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
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震
災
で
は
名
古
屋
市
で
も
震
度
４

を
観
測
し
ま
し
た
が
、
幸
い
大
事
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
テ
レ

ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
被
災
地
の

状
況
を
見
て
驚
き
、
四
月
中
旬
に
派
遣

の
声
が
か
か
っ
た
際
は
、「
何
か
お
役

に
立
て
る
の
で
あ
れ
ば
」
と
陸
前
高

田
市
行
き
を
決
意
し
ま
し
た
。
当
初
、

派
遣
期
間
は
未
定
で
、
そ
の
後
今
年
の

三
月
ま
で
と
決
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、

学
校
の
災
害
復
旧
は
単
年
度
で
終
わ

ら
な
い
た
め
、
さ
ら
に
一
年
間
派
遣
が

延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

陸
前
高
田
市
の
子
ど
も
た
ち
は
明

る
く
元
気
で
、
逆
に
こ
ち
ら
が
元
気
を

も
ら
い
、
み
ん
な
の
笑
顔
が
仕
事
の
糧

に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
や
児
童
・

生
徒
が
、
学
校
に
花
を
植
え
た
り
、
支

援
で
い
た
だ
い
た
も
の
を
展
示
し
た

り
と
、
自
ら
努
力
を
し
よ
う
と
す
る
姿

を
見
て
、
私
も
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。

　

震
災
か
ら
一
年
で
、
こ
こ
ま
で
復
旧

が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
驚
き
を
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
、
人
柄
も
気
候
も
穏
や
か

で
温
か
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
良
さ
を
生
か
し
な
が
ら
、
復
興
が

進
ん
で
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

派
遣
職
員
紹
介
⑥

久
　
田

　
佳

　
典 

さ
ん

学
校
教
育
課　

主
事

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】　

久
田　

佳
典　

（
ひ
さ
だ　

よ
し
の
り
）

　

大
阪
府
東
大
阪
市
出
身
。
大
学
を
卒
業
後
、
民
間
企
業
で
の
勤
務
を
経
て
名
古
屋
市
役
所
に
入
庁
。

教
育
委
員
会
の
各
部
署
に
配
属
さ
れ
、
青
年
の
家
、
学
校
整
備
課
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、
学
事
課
に
異

動
し
て
わ
ず
か
一
カ
月
余
り
の
昨
年
五
月
、
陸
前
高
田
市
に
派
遣
。
学
校
施
設
の
災
害
復
旧
に
か
か
る

補
助
金
申
請
の
ほ
か
、
学
校
施
設
の
維
持
管
理
に
か
か
る
経
理
も
担
当
し
て
い
る
。
災
害
復
旧
の
仕
事

は
一
年
で
は
完
了
し
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
四
年
度
も
引
き
続
き
本
市
の
教
育
行
政
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。


